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AssemblyDesk 電子工作シリーズその１０ 

【ガイガーカウンターキット】 

本書は「ガイガーカウンターキット」の作成方法のマニュアルです。 

 

＊作成の前に 

半田の熱でヤケドをしないよう、お気をつけ下さい。  

http://a-desk.jp/
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１,キット製作方法 

[内容物の確認と工具の準備] 

 

１６ページの部品が揃っているか確認してください。 

 

本キットを製作する為には以下の物が必要です。 

々本キット 

々半田セット 
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１． キット製作方法 

[抵抗（Ｒ）の取り付け] 

これ以降「基板」の部品付けに入ります。 

半田付けは背の低い部品から順番に行うと作業が楽になります。 

そこで、まず抵抗を取り付けます。 

々部品表と基板に白い文字で書かれている番号を確認して 

「Ｒ１～９,１２」を抵抗を取り付けて下さい。＊抵抗は取り付け向きはありません。 

*（Ｒ１０,１１は取り付けません） 

 

々抵抗が取り付けられました。 

＊部品取り付け後に、ニッパーで長すぎる脚を切り落としておくと、作業がしやすくなります。 
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[ショットキーダイオード（ＳＤ）の取り付け] 

（々ＩＳ３）と書いてある部品を２個用意してください。 

＊「Ｓ＝」は取り付け向きがありますので注意してください。 

基板の白い帯と部品の白い帯の向きを合わせます。 

「々Ｓ＝１」と「Ｓ＝２」に取り付けます。 

 

々ショットキーダイオードが取り付けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

[ダイオード（Ｄ）の取り付け] 

（々１Ｎ４００７）と書かれている部品を１０個用意してください。 

＊「＝」は取り付け向きがあるので注意してください。 

基板の白い帯と部品の白い帯の向きを合わせます。 

「々＝１～＝１０」の１０箇所に取り付けます。 

 

々ダイオードが取り付けられました。 
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[コンデンサー（Ｃ）の取り付け] 

々コンデンサーは数種類あるので、注意してください。 

々まずは「＜１２,１３〃１６〃１７〃１８」を取り付けます。 

（１０４Ｋ）と書かれているコンデンサーを５個用意してください。 

＊このコンデンサーは取り付け向きはありません。 

 

「々＜１２,１３〃１６〃１７〃１８」が取り付けられました。 

 

 

 

 

[ＩＣソケット（Ｕ）の取り付け] 

々次に「Ｕ１」のＩ＜ソケットを取り付けます。 

２０本の脚があるソケットを用意してください。 

々＊このＩ＜ソケットは取り付け向きがあるので注意してください。 

基板の白い枠の凹みがある方とソケットの凹みがある方を合わせます。 

 

「Ｕ１」のＩ＜ソケットが取り付けられました。 
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次に「Ｕ２」にＩ＜ソケットを取り付けます。 

々８本の脚があるＩ＜ソケットを用意してください。 

々＊先の「Ｕ１」の時と同じように向きなどに気を付けて取り付けてください。 

 

「Ｕ２」にＩ＜ソケットが取り付けられました。 

 

 

[Ｕ３を取り付けます] 

々６２０２Ｐと書かれている部品を用意してください。 

＊この部品は向きがあります。基板の白い枠と部品の形を合わせて取り付けてください。 

 

「Ｕ３」が取り付けられました。 

 

々前に取り付けたＩ＜ソケットに「Ｉ＜」を差し込みます。 

２０本と８本の脚のある「Ｉ＜」を用意してください。 

々＊Ｉ＜ソケットの凹み側にＩ＜の丸い凹みがある方を合わせます。 

々＊Ｉ＜の脚が広がっているので、片側をＩ＜ソケットに入れ、反対側を定規等で押さえてやると入れやすいです。 

 

「Ｉ＜」が取り付けられました。  
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々次に「＜４」を取り付けます。 

（々１０μＦ）と書かれた電解コンデンサーを用意してください。 

＊この電解コンデンサーは取り付け向きがあるので注意してください。 

基板に白く〒と書かれている方に部品の脚が長い方をいれます。 

 

「々＜４」が取り付けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

[トランジスタ（Ｑ）の取り付け] 

「々Ｑ１～Ｑ３」を取り付けます。 

（＜１８１５）と書かれているトランジスタを３個用意してください。 

＊このトランジスタは取り付け向きがあるので、基板の白いマークと部品の形が合うように付けてください。 

 

「々Ｑ１～Ｑ３」が取り付けられました。 
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々次に「＜１４〃１５」を取り付けます。 

（１００μＦ）と書かれた電解コンデンサーを２個用意してください。 

＊この電解コンデンサーは取り付け向きがあるので注意してください。 

基板に白く〒と書かれている方に部品の脚が長い方をいれます。 

 

「々＜１４〃１５」が取り付けられました。 

 

[セラミック発信子（Ｘ）の取り付け] 

「々Ｘ１」を取り付けます。 

（ＺＴＴ）と書かれているセラミック発信子を１個用意します。 

＊このセラミック発信子は向きはありません。 

 

「々Ｘ１」が取り付けられました。 

 

[コネクター（ＣＮ１）の取り付け] 

「々＜Ｎ１」を取り付けます。 

miniUSB を１個用意してください。 

＊基板の形に合わせて付けますが、全部で９本の脚がちゃんと出ているか確認してください。 

＊中の５本のピンも付け忘れないように気をつけてください。 

 

「々＜Ｎ１」が取り付けられました。  
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[マイクロスイッチの取り付け] 

々マイクロスイッチを２個用意します。 

白い部分を基板の外に向けて取り付けます。 

 

々マイクロスイッチが取り付けられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[可変抵抗（ＶＲ１）の取り付け] 

「々ＶＲ１」を取り付けます。 

（１０３）と書かれている可変抵抗を用意します。 

＊この可変抵抗は向きがあります。基板の形に合わせてください。 

 

「々ＶＲ１」が取り付けられました。 

＊この可変抵抗はＬ＜＝の濃度調整用です。Ｌ＜＝の表示が見にくかったり、見えなかったりする場合は 

この可変抵抗をドライバーで回して調整してください。 
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[コンデンサー（＜）の取り付け] 

「々＜１、２〃３〃５〃６〃７〃８〃９〃１０〃１１」を取り付けます。 

（１０２Ｋ）と書かれているコンデンサーを、１０個用意してください。 

＊このコンデンサーは取り付け向きはありません。 

 

「々＜１〃２〃３〃５〃６〃７〃８〃９〃１０〃１１」が取り付けられました。 

 

 

 

 

[ＬＣＤピンヘッダの取り付け] 

々次に基板にピンヘッダを取り付けます。 

２段になってるピンヘッダを用意してください。 

＊この部品は取り付け向きはありません。 

「Ｌ＜＝」と書かれているところに取り付けます。 

 

「Ｌ＜＝」にピンヘッダが取り付けられました。 
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[トランス（Ｔ）の取り付け] 

「々トランス」を用意してください。 

＊この部品は取り付け向きがあるので注意してください。 

「々トランス」から出ているケーブルを先に指定箇所に取り付けて、 

その後トランスを取り付け爪を外れないように折り曲げてください。 

基板の白い文字に書かれている色と同じ向きになるように取り付けてください。 

＊ケーブルの長さは好みでカットしてください。 
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[ＬＣＤにピンソケットを取り付け] 

々次に「Ｌ＜＝」本体と「ピンソケット」を用意してください。 

＊この部品に取り付け向きはありません。 

「Ｌ＜＝」の半田面に「ピンソケット」を取り付けます。 

 

「Ｌ＜＝」に「ピンソケット」が取り付けられました。 

 

 

これで基板の完成です。お疲れ様でした。 

＊次のページに進んでください。  
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【電源ＳＷ,ミュラー管,電池の配線接続】 

 

ここからは前ページで作成した基板に電源ＳＷ/ミュラー管/電池の配線を行います。 

まずはミュラー管の配線から入ります。 

ミュラー管を用意してください。 

ミュラー管の陽極線（赤）を基板の「ＯＵＴ」、陰極線（白）を「Ｇ０」、シールド線の外芯を「Ｇ１」 

内芯を「ＩＮ」につけてください。 

 

 

次に上ケースにステッカーを貼ります。 

 

 

 

ケースフタに電源ＳＷを取り付けてください。 

上ケースの裏側から黒いプラスチックナットで留めてください。 
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次に電池のケーブルをつなげます。 

ケースの電池が入るフタを外して、ケーブルを写真のように出してください。 

 

赤い線（〒）を基板の（ＶＰＰ）に接続します。 

電池ケーブルの黒（〓）をＳＷの内側に付けてください。 

 

次に電源ＳＷの外側の端子に黒のケーブルを取り付けて、反対側を基板の（Ｇ２）に付けてください。 

 

配線はこれで完了です。 
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次にミュラー管を固定するためのスポンジをつけます。 

この時はまだ基板を固定しないでください。 

ケースの上下に同じぐらいの位置で貼ってください。 

 

ケースに基板を（２種類のネジの内、短い方のＭ２×６ナベ）で３か所固定しますが側面板にミュラー管を取り付けて 

下側のケースに基板と同時に収めてください。 

次に基板を（Ｍ２×６ナベ）で固定します。 

次に「Ｌ＜＝」の高さを出すためにスポンジをはります。電池ボックスの端にあわせて付けてください。 

 

 

これで完成です。 

 

最後にケース裏側から電池カバーを外して、４か所を（長い方のタッピングネジ）で留めて完成です。 
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ガイガーカウンターキット部品表 

記号 品名 値 備考 

Ｒ１,7 抵抗（Ｒ） １０Ｍ ２本 （茶黒青金） 

Ｒ２ 抵抗（Ｒ） ７５Ｋ １本 （紫緑橙金） 

Ｒ３ 抵抗（Ｒ） ３Ｋ １本 （橙黒赤金） 

Ｒ４,８ 抵抗（Ｒ） １００Ｋ ２本 （茶黒黄金） 

Ｒ５,９ 抵抗（Ｒ） ２００Ｋ ２本 （赤黒黄金） 

Ｒ６ 抵抗（Ｒ） ２０Ｋ １本 （赤黒橙金） 

Ｒ１２ 抵抗（Ｒ） １Ｋ １本 （茶黒赤金） 

＜１,２,３,５,６,７,８,９,１０,１１ コンデンサー（＜） １０００Ｐ １０個 （１０２Ｋ） 

＜４ 電解コンデンサー（＜） １０μ １個  （１０μＦ） 

＜１２,１３,１６,１７,１８ セラミックコンデンサー（＜） ０〄１μ ５個  （１０４Ｋ） 

＜１４,１５ 電解コンデンサー（＜） １００μ ２個  （１００μ） 

＝１～＝１０ ダイオード（＝）  １０個  （１Ｎ４００７） 

Ｑ１～Ｑ３ トランジスタ（Ｑ）  ３個  （＜１８１５） 

Ｓ＝１,2 ダイオード（Ｓ＝）  ２個  （ＩＳ３） 

Ｕ１ Ｉ＜（Ｕ）  １個  （１８Ｆ１４Ｋ５０） 

Ｕ１ Ｉ＜ソケット  １個 

Ｕ２ Ｉ＜（Ｕ）  １個  （ＬＭ＜６６２） 

Ｕ２ Ｉ＜ソケット  １個 

Ｕ３ ３端子レギュレータ  １個  （６２０２） 

ＶＲ１ 可変抵抗（ＶＲ） １０Ｋ １個  （１０３） 

Ｘ１ セラミック発信子（Ｘ）  １個  （ＺＴＴ） 

＜Ｎ１ ＭＩＮＩＵＳ；  １個   

Ｌ＜＝ Ｌ＜＝  １個   

Ｌ＜＝ Ｌ＜＝ピンヘッダ  １個   

Ｌ＜＝ Ｌ＜＝ソケット  １個 

Ｔ１ トランス  １個 

ＳＷ スイッチ（Ｓ１,Ｓ２）  ２個 

電源ＳＷ   １個 

基板   １枚 

基板留めネジ   ３本  （Ｍ２×６）短い方 

ケース留めネジ   ４本タッピングネジ,長い方 

ケーブル 黒  グランド（Ｇ２）用  １本  （：ＷＧ２４） 

スポンジ ミュラー管押さえ  ２個 

黒いスポンジ Ｌ＜＝高さ調整用  １個 

 


